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平成２９年９月２１日（木曜日）第３回定例会 
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   議事日程第５号        第３回定例会 

   平成２９年９月２１日（木）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （決算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 認第 １号 平成２８年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ２ 認第 ２号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ３ 認第 ３号 平成２８年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ４ 認第 ４号 平成２８年度寒河江市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ５ 認第 ５号 平成２８年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ６ 認第 ６号 平成２８年度寒河江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ７ 認第 ７号 平成２８年度寒河江市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 〃  ８ 認第 ８号 平成２８年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定 

            について 

 〃  ９ 認第 ９号 平成２８年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の 

            認定について 

 〃 １０ 認第１０号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計決算の認定について 

 〃 １１ 議第４６号 平成２８年度寒河江市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 

 〃 １２ 決算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第１４ 議第４７号 平成２９年度寒河江市一般会計補正予算（第３号） 

 〃 １５ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １６ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１７ 議第５０号 寒河江市田代地区多目的交流館の設置及び管理に関する条例の制定について 

 〃 １８ 議第５１号 和解について 

 〃 １９ 議第５２号 市道路線の変更について 

 〃 ２０ 議第５３号 市道路線の認定について 

 〃 ２１ 議第５４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２２ 請願第２号 ２０１８年度地方財政の充実・強化を求める請願 

 〃 ２３ 請願第４号 平成３０年産以降の米政策の見直しを求める請願 

 〃 ２４ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２５ 質疑・討論・採決 
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  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２６ 議第４８号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２７ 議第４９号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 ２８ 請願第３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元をはかるための２０

１８年度政府予算に係る請願 

 〃 ２９ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３０ 質疑・討論・採決 

 

日程第３１ 議第５５号 平成２９年度寒河江市一般会計補正予算（第４号） 

 〃 ３２ 議案説明 

 〃 ３３ 委員会付託 

 〃 ３４ 質疑・討論・採決 

 〃 ３５ 議会案第３号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書の提

出について 

 〃 ３６ 議会案第４号 平成３０年産以降の米政策の見直しを求める意見書の提出について 

 〃 ３７ 議案説明 

 〃 ３８ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時３５分 

 

○内藤 明議長 ただいまから本会議を再開いた

します。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長報告を求めます。石山議会運営委員長。 

   〔石山 忠議会運営委員長 登壇〕 

○石山 忠議会運営委員長 本日の会議運営につ

きましては、９月20日、委員６名全員出席並び

に関係者出席のもと議会運営委員会を開催し、

協議いたしましたので、その結果について御報

告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加議案は、議第55号平成29年度寒河江市一

般会計補正予算（第４号）、議会案第３号教職

員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１

復元に係る意見書の提出について及び議会案第

４号平成30年産以降の米政策の見直しを求める

意見書の提出についての３案件であります。 

  このことにより議事日程の一部変更が必要と

なり、変更内容は日程第31から日程第38までを
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追加するものです。 

  追加議案の取り扱いについては、初めに日程

第31で議第55号を議題とし、日程第32で議案説

明、日程第33で委員会付託、日程第34で質疑・

討論・採決と進めることといたしました。その

後、日程第35、議会案第３号及び日程第36、議

会案第４号を一括議題とし、日程第37で議案説

明、日程第38で質疑・討論・採決と進めること

といたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うにお願い申しあげ、御報告といたします。 

○内藤 明議長 お諮りいたします。本日の会議

運営は、ただいまの議会運営委員長報告のとお

り決定することに御異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 日程第１、認第１号平成28年度

寒河江市一般会計歳入歳出決算の認定について

から日程第11、議第46号平成28年度寒河江市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

までの11案件を一括議題といたします。 

 

決算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第12、決算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  決算特別委員長報告を求めます。遠藤決算特

別委員長。 

   〔遠藤智与子決算特別委員長 登壇〕 

○遠藤智与子決算特別委員長 決算特別委員会に

おける審査の経過と結果について御報告申しあ

げます。 

  本委員会に付託になりました案件は、認第１

号平成28年度寒河江市一般会計歳入歳出決算の

認定について、認第２号平成28年度寒河江市公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、認第３号平成28年度寒河江市浄化槽整備

事業特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第４号平成28年度寒河江市簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について、認第５号平成

28年度寒河江市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算の認定について、認第６号平成28年度寒河

江市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認

定について、認第７号平成28年度寒河江市介護

保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第８号平成28年度寒河江市介護認定審査会共同

設置特別会計歳入歳出決算の認定について、認

第９号平成28年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認定について、

認第10号平成28年度寒河江市立病院事業会計決

算の認定について、議第46号平成28年度寒河江

市水道事業会計利益の処分及び決算の認定につ

いてであります。 

  ９月８日、委員14名出席、当局からは市長初

め関係課長等出席のもと委員会を開会し、11案

件を一括議題とし、議案説明を受け質疑に入り、

質疑の後、各分科会に分担付託し審査すること

にいたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案のとおり認定及び可決すべきものと決

した旨の報告がありました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し採決に入りました。 

  最初に、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第８号、認第９号及び認第10号の７

案件を一括して採決した結果、賛成多数をもっ
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て原案のとおり認定すべきものと決しました。 

  次に、議第46号について採決した結果、賛成

多数をもって原案のとおり可決及び認定すべき

ものと決しました。 

  次に、認第５号、認第６号及び認第７号の３

案件について順次採決の結果、それぞれ賛成多

数をもって原案のとおり認定すべきものと決し

ました。 

  以上で、決算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに認第５号、認第６号、認第７号及び議

第46号を除く、認第１号平成28年度寒河江市一

般会計歳入歳出決算の認定について、認第２号

平成28年度寒河江市公共下水道事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、認第３号平成28年

度寒河江市浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定について、認第４号平成28年度寒河江

市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認第８号平成28年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認第９号平成28年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）歳入歳出決算の認

定について及び認第10号平成28年度寒河江市立

病院事業会計決算の認定についての７案件を一

括して採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも認定であります。 

  ７案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、認第１号、認第２号、認第３号、認

第４号、認第８号、認第９号及び認第10号につ

いては原案のとおり認定されました。 

  次に、議第46号平成28年度寒河江市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定についてを採決

いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決及び認定であ

ります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第46号は原案のとおり可決及び認

定されました。 

  次に、認第５号平成28年度寒河江市国民健康

保険特別会計歳入歳出決算の認定についてを起

立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、認第５号は原案のとおり認定されま

した。 

  次に、認第６号平成28年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計歳入歳出決算の認定についてを

起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 
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  よって、認第６号は原案のとおり認定されま

した。 

  次に、認第７号平成28年度寒河江市介護保険

特別会計歳入歳出決算の認定についてを起立に

より採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は認定であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、認第７号は原案のとおり認定されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第14、議第47号平成

29年度寒河江市一般会計補正予算（第３号）を

議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第15、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。阿部予算特

別委員長。 

   〔阿部 清予算特別委員長 登壇〕 

○阿部 清予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第47

号平成29年度寒河江市一般会計補正予算（第３

号）であります。 

  ９月８日、委員15名全員出席のもと委員会を

開会し、議第47号を議題とし、質疑の後、各分

科会に分担付託し審査することにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員会の報告の後、委員長報告に対

する質疑を行い、討論を終結し、採決に入りま

した。議第47号の採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第16、これより、質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第47号平成29年度寒河江市一般会計補正予

算（第３号）に対する委員長報告は可決であり

ます。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第47号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第17、議第50号寒河

江市田代地区多目的交流館の設置及び管理に関

する条例の制定についてから日程第23、請願第

４号平成30年産以降の米政策の見直しを求める



 - 149 - 

請願までの７案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第24、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。伊藤総

務産業常任委員長。 

   〔伊藤正彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、９月11日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第50号から議第54

号まで及び請願第２号並びに請願第４号の７案

件であります。 

  審査の都合上、まず初めに議第52号、議第53

号の審査を行い、次に、議第50号、議第54号、

議第51号の審査を行った後、請願第２号、請願

第４号の審査を行うこととしました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第52号市道路線の変更についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第53号市道路線の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  委員より「今回認定する道路は開発行為によ

るものだが、市道として認定する道路は、条例

上必ず認定しなければならないものではない。

今後、市道認定がなる、ならないで矛盾を来し

かねないため、認定する場合の整合性をとって

おく必要があるのではないか」との問いがあり、

当局より「開発行為による道路については、除

雪も考慮し、市道として認定していかなければ

ならないと考えています。一般の市道認定につ

いては、交通に支障があるものは市道認定基準

に照らし合わせて認定していきたいと考えてい

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第50号寒河江市田代地区多目的交流

館の設置及び管理に関する条例の制定について

を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りまし

た。 

  委員より「利用料金は県内における同様の施

設の平均か」との問いがあり、当局より「県内

では、大江町、鮭川村、県外では新潟県上越市

の施設を参考にしましたが、規模や形態が違う

部分があったため、平均という形はとらず、こ

れらを参考にして利用料金を設定しました」と

の答弁がありました。 

  委員より「プレオープンとグランドオープン

はいつなのか」との問いがあり、当局より「来

年１月から３月まで、モニターツアー等のイベ

ントを企画しており、この期間をプレオープン

としています。また、グランドオープンは来年

４月としています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第54号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第51号和解についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りました。 

  委員より「崩れたところはどれくらいの大き

さか。また、土地の相場は幾らか」の問いがあ

り、当局より「崩れているところとその周辺に

影響が出てくると思われる部分も合わせると

6,670平方メートルくらいになります。土地売

買の事例を調べた結果、平米当たり110円で、
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１反歩当たり11万円になります」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、請願第２号2018年度地方財政の充実・

強化を求める請願を議題とし、担当書記による

請願文書朗読の後、審査に入りましたが、質疑

意見等もなく、自由討議に入りました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「願意はまさに妥当だと思う。地方

自治体には地方自治の本旨というのがあり、こ

れまでいろいろと議論が交わされているが、地

方自治体の財政の厳しさというのは申しあげる

までもないものである。加えて、昨今の状況を

見ると、小さい自治体ほど財政が厳しくなって

おり、これから地方自治体に予定されている特

色を生かした運営をしようとしているときに、

財源がなくては話にならず、ぜひこの請願を採

択し、意見書を提出すべきだと思う」との意見

がありました。 

  委員より「請願の項目を見ると、全てにおい

て、今、国で行っていることではないかと思う。

やっていることに対して、あえて出すのもどう

かと思う。財源はなかなか地方に流れにくいと

ころはあるが、地方創生関係、特に寒河江など

５万人以下の自治体に対してのシティマネージ

ャー制度ができて、ふるさと納税や人材、予算

の確保もふえているところがあるため、あえて

意見書を出すまでもないと考える」との意見が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て不採択すべきものと決しました。 

  次に、請願第４号平成30年産以降の米政策の

見直しを求める請願を議題とし、担当書記によ

る請願文書朗読の後、審査に入りましたが、質

疑意見等もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり採択すべきもの

と決しました。 

  次に、請願第４号が採択すべきものと決しま

したので、請願第４号に係る意見書について担

当書記による意見書案朗読の後、審査に入りま

したが、質疑意見等もなく、討論を終結し、採

決の結果、賛成多数をもって意見書案のとおり

議会案を提出することに決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第25、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 請願第２号の2018年度地方財政

の充実・強化を求める請願につきまして、今委

員長の報告があったわけですけれども、２点ほ

どお伺いしたいと思います。 

  １点目は、まず昨年の６月議会で、本会議の

中で同様の請願が採択されているわけですけれ

ども、この間の情勢の変化、あるいは三位一体

改革以降の地方における財政難をどのように議

論されたのか、ちょっとわかりません。本市の

2015年度の一般会計決算においては、地方交付

税が約43億円で、2016年度は対前年比2.1％減

の42億円というふうなことで減っているわけで

すので、先ほど国でやっていることだからとい

うふうなことはちょっと理解しかねるんですけ

れども、どのような議論がされたのか、中身に

ついてお聞きするのが１点目です。 

  ２点目、地方六団体、全国市議会議長会でも

国に対して要望している中身です。それで、前

回本議会で採択なって、今回一気に不採択とい

うのはいかがなものかと思われるんですが、委

員会の中で継続審査とかそういう意見が出なか

ったのか、あえてお聞きしたいと思います。以

上です。 



 - 151 - 

○内藤 明議長 伊藤委員長。 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 審査の内容につ

きましては、先ほど自由討議の中で申しあげた

意見が出たということで、前回との比較等の話

は出ておりません。 

  継続審査の要望は、本委員会では出ておりま

せん。以上です。 

○内藤 明議長 ほかに質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。第何

号に対する討論ですか。渡邉議員、第何号です

か。（「請願第２号について賛成の討論と、請願

第４号について賛成の討論です」の声あり）杉

沼議員、第何号に対する討論ですか。（「請願第

２号についての反対の討論です」の声あり） 

  ほかに討論なされる方、おりませんか。 

  それでは、初めに請願第２号賛成討論につい

て、渡邉議員の発言を許します。渡邉議員。 

   〔渡邉賢一議員 登壇〕 

○渡邉賢一議員 私は、社会民主党市民クラブの

渡邉でございます。 

  請願第２号2018年度地方財政の充実・強化を

求める請願につきましては、願意妥当であると

思いますし、採択されますことを心から願って、

原案に対し賛成の立場で討論を行いたいと思い

ます。 

  この請願の審査結果について、先ほど総務産

業常任委員長の報告は、賛成少数により不採択

にすべきものであるということでございました

が、委員会の議論につきまして、先ほど私は質

問しましたけれども、何をもって反対されたの

か不明確で、私には全く理解できません。地方

自治に携わる者として、これらはごく当然の請

願項目であり、御理解いただけなかったことは

甚だ残念でなりません。論点がはっきりしない

中での討論は困難をきわめるわけでございます

が、紹介議員の一人としてわかりやすく述べた

いと思います。 

  私が賛成とする理由は、次の３点でございま

す。 

  本市の一般会計において、先ほど申しあげま

したけれども、地方交付税の対前年比2.1％減

の42億円にまで減ったと。結果的にこの事業の

展開にブレーキがかかってしまったことです。 

  ２つ目は、十分な財源確保ができなければ、

佐藤市長が昨年末の市長選挙で３期目の公約に

掲げられた多岐にわたる政策課題に、残念なが

ら対応できないためであります。専門職を含め

た優秀な人材確保に加え、市民が切望している

第６次振興計画の前期アクションプランの実現

が喫緊の課題であるからであります。 

  最後、３つ目は、全国市長会、市議会議長会

を含む地方六団体で国に対して要望している内

容そのものだからでございます。 

  まず、第１の理由について、本市の2015年度

一般会計決算における43億円という財源は非常

に重要なものです。継続、増大する地方自治体

の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方

一般財源の総額を何としても確保しなければな

りません。地方交付税減額によって不用額の増

加にもつながってしまったこと、結果として本

市も重要事業の円滑な展開にブレーキがかかっ

てしまったことです。 

  次に、第２の理由について申しあげれば、佐

藤市長が昨年末公約に掲げられた政策課題は道

半ばであり、財政健全化の一方で財源不足から、

残念ながら十分対応できないためでございます。 

  本市を含め地方自治体は、保育士や学校給食

などの子育て支援、市立病院の地域医療の充実、

介護などの社会保障、地球環境温暖化でいつ発

生してもおかしくない甚大な自然災害への備え、

環境対策、市内循環バスなど地域交通の維持な

ど、拡大するニーズへの対応が迫られている中、

求人倍率の上昇などから公共サービスを担う人

材確保も困難になってきており、いかに地方財
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政を確立し、地方創生をなし遂げるかが大きな

課題となっております。 

  今定例会におきましても、先日行われた一般

質問では多岐にわたる政策課題が出されました。

魅力ある子育て支援、有害鳥獣対策や耕作放棄

地・荒廃農地問題、防災や危機管理体制、学校

教育充実、公衆衛生への対応、公共施設等総合

管理計画、市庁舎、フローラ・ＳＡＧＡＥの方

向性、さくらんぼ観光振興や伝統芸能の継承に

至るまで、その答弁を含むやりとりについて、

どれもこれも大変重要なものばかりで、課題が

山積していることを改めて私も痛感した次第で

ございます。 

  そのため、政策実現のための地方交付税の財

源確保は不可欠でありまして、専門職を含め、

本市の優秀な人材確保を今後も行っていかなけ

ればなりません。特に、市直営から民間委託さ

れた事業や指定管理団体の人材確保が必ずしも

十分でないため、喫緊の課題であるからであり

ます。 

  最後、第３の理由は、地方六団体の国に対す

る姿勢であります。 

  地域住民のニーズや歴史、気候風土を踏まえ

た自治体運営をすることは、まさに地方自治を

体現するものであり、全国一律ではなく、地域

の特色を発揮した行政が求められております。

これを実現するために、政府立案の地方財政計

画における地方交付税を初めとした財源が欠か

せないものであり、加えて自治体の基金はこの

間の地方の工夫によって、将来や不測の事態に

備えて準備しているものであります。これを国

は、基金があるから地方交付税を削減しようと

いう、そういったことに対する反発でございま

す。 

  そのため、地方交付税におけるトップランナ

ー方式での一律低位平準化ではなく、地方の特

色を発揮できる人口密度、事業規模を考慮した

きめ細やかな算定方式の導入、地方交付税の財

源保障機能、財政調整機能の強化を図り、新た

な財政需要の把握と小規模自治体に配慮した段

階補正の強化などの対策を実施すべきでござい

ます。 

  このことについては、繰り返しになりますが、

全国市長会、市議会議長会を含む地方六団体で、

国の理不尽なやり方は改めるべきだとして要望

しているものでございます。 

  2016年度は、第68回東北市議会議長会定期総

会、これは昨年の４月21日において行われたわ

けですが、第15号議案山形県市議会議長会の提

出で、地方創生の推進に必要な財源確保及び交

付金制度等の拡充についてと題し、国に要望し

ていることを申し添えたいと思っております。 

  結びに、この請願は、地域に必要とされる公

共サービスを提供するため、2018年度の政府予

算、地方財政の検討に当たっては、国民生活を

犠牲にする財政とするのではなく、歳入歳出を

的確に見積もり、地方財政の充実強化をするこ

とを求め、政府に実現を求めるものでございま

す。 

  どうか同僚議員の皆様の御理解をいただきま

して、この請願に御賛同賜りますよう心からお

願い申しあげ、私の賛成討論とさせていただき

ます。ありがとうございました。 

○内藤 明議長 次に、反対討論について杉沼議

員の発言を許します。杉沼議員。 

   〔杉沼孝司議員 登壇〕 

○杉沼孝司議員 私は、寒政・公明クラブの杉沼

でございます。 

  このたび議案として提出されている2018年度

地方財政の充実・強化を求める請願第２号につ

いて、反対の立場から討論をさせていただきま

す。 

  今、日本の経済は回復傾向にあるというもの

の、地方においてはまだまだ実感できないのが

実情です。そのことで、地方に住む我々にとっ

て、地方財政の充実強化は当然必要なことであ
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ると思います。請願の内容は、なるほどもっと

もなものだと考えます。 

  しかし、継続増大する地方自治体の財政需要

を的確に把握した一般財源総額の確保、社会保

障予算の確保と地方財政措置、地方交付税のき

め細やかな算定の方式の導入、小規模自治体に

配慮した段階補正の強化、そのどれもが現在政

府として既に手がけて実施している内容です。

政府としても苦しい財政状況ながら努力してい

る結果、今があるのではないでしょうか。 

  政府としても、いろいろな施策のバランスを

図りながら実施しているものであり、特定の分

野にしわ寄せが行かないように最大限配慮した

結果が現状ではないかと思います。求人倍率の

上昇などは政府の努力の成果であり、景気対策

のあらわれではないでしょうか。その結果、人

材不足を招いているというのは、逆にうれしい

悲鳴であり、地方自治体としても自分なりに努

力していかなければならない部分が多々あると

思います。地方自治体としては、政府の現行施

策を十分活用しながら、努力していくことが大

事だと考えます。 

  しかしながら、現在の日本を見れば、市町村

の自治体より県、県より国が抱える借金が多く、

安易に国にお金を求めることはいかがなもので

しょうか。わかりやすい言葉で言えば、国の借

金は国民１人当たりで見れば800万円を超えて

いる状況下にあり、国が地方へ金を垂れ流すこ

とは将来へツケを回すことにつながることであ

るわけです。 

  地方創生でも、将来的には交付金に頼らない

事業構築を促しているところであります。安易

に借金をつくらず、みずから努力する姿勢も必

要であると私は思うのであります。 

  請願の項目で、人口密度、事業規模を考慮し

たきめ細やかな算定方式の導入とありますが、

こうした意見を出すことにより、本市のような

４万人規模の自治体にお金は流れてこないので

はないでしょうか。本市においては、地方創生

の一環でもあるシティマネージャー制度を活用

し、ふるさと納税の増額、地域活性化のための

さまざまなイベント等も数多く開催していると

ころであります。金ではなく、有能な人材を確

保することで、これまでにない地域にお金や地

域活性化のための活力をいただいているところ

であります。 

  現在の交付金はひもつき補助金であることで、

本当に必要な事業に対して納得のいく金額が得

られない状況であります。こうした仕組みでな

く、本当に必要な事業にしっかりと補助金を出

す仕組み、いわゆる頑張る地方をしっかりと応

援する仕組みが必要であります。 

  安易に借金をつくらないこと、みずからもま

た努力する姿勢も必要であると私は思うのであ

ります。無責任な意見書を提出することは、当

市議会では認めることはできません。 

  以上のようなことから、請願第２号に対して

の反対討論といたします。 

○内藤 明議長 次に、請願第４号について、賛

成討論について渡邉議員の発言を許します。渡

邉議員。 

   〔渡邉賢一議員 登壇〕 

○渡邉賢一議員 平成30年産以降の米政策の見直

しを求める請願について、賛成討論を行います。 

  今議会に提出されました本請願の賛成理由を

まず申しあげたいと思いますが、前回の６月議

会における討論と一部重複するわけであります

けれども、米の需給と価格安定が生産者、消費

者双方にとってとても重要なことであるからこ

そ、国民の主食である主食用米の生産を競争原

理に委ねることなく、行政の積極的な関与と指

導のもとで、消費者の食に対する安全安心を守

り、生産現場で必死に頑張っておられる稲作農

家、次代を担う新規就農者、農業後継者への育

成支援と農業農村整備のさらなる推進に取り組

む必要があるということでございます。 
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  具体的には、３つございますけれども、１つ

目は、ことし２月の総務産業常任委員会と農事

実行組合連合会との意見交換において、工藤会

長初め各地区代表の皆様から、今後の稲作経営

について、とりわけ中山間地の稲作については、

大きな不安や農政に対する疑問、怒りが出され

たこと。 

  ２つ目は、ことし５月、今回の請願者である

ＪＡさがえ西村山の地区総代協議会や通常総代

会において、農家組合員、農協組合員の代表で

ある多くの総代から、ＴＰＰ環太平洋パートナ

ーシップ協定や日米間のＦＴＡ自由貿易協定の

交渉において、関税撤廃による食料自給率低下、

水田が持つダム機能、貯水など、国土保全多面

的機能の損失、農業農村の消滅などについて、

多くの不安や嘆きが出されていること。 

  ３つ目は、今議会にも提出された本市の一般

会計決算において、本市のふるさと納税が好調

で、その返礼品で人気の高いはえぬきやつや姫

については、はえぬきは平成28年産米と平成29

年産米の予約数量、現在それを一部出荷してい

ると思うんですけれども、総量は2,000トン以

上。つや姫、厳選つや姫は40トン以上取り扱っ

ており、特産のさくらんぼや牛肉など農畜産分

野においてこれまで築き上げた農家の皆さんや

関係者の御努力が報われるようにすべきではな

いかと。また、ことしメジャーデビューする新

品種、雪若丸が作付され、この天候不順にもめ

げず実りの秋を迎えており、良質な県産米の生

産を台なしにしないよう、生産農家の意欲をそ

ぐことのないようにすべきではないか。 

  以上、３つの理由から願意妥当であると解す

るものでございます。 

  加えて、農業者は、農業生産とあわせて消防

団活動やＰＴＡ活動、地区運動会や駅伝競走大

会など地域活動を支える担い手であり、寒河江

まつりを初め伝統や文化の継承者であり、お金

にかえられないたくさんの役割を果たしていて、

効率化を追求する企業や一握りの大規模農家に、

これらの役割を果たすことは必ずしも期待でき

ません。多面的な役割を含めて地域農業のあり

方を考え、支えるための施策を考えるのが、最

も現場に近く、現場の意見を知る私たち議員の

役割ではないでしょうかと申しあげたところで

ございます。 

  今回の請願内容は、米をめぐる農業保護政策

をさらに強化し、稲作経営の安定に向けもっと

支援すべきであること、具体的には農政の抜本

的な制度改正、特に需給調整のあり方、ならし

対策の見直し、日本型直接支払制度の拡充であ

り、前回よりも増してハードルの高い内容であ

ると言えます。 

  国内外の情勢に目を向ければ、強引なＴＰＰ

参加による米を初めとする農産物の輸入完全撤

廃、日米ＦＴＡによる貿易交渉などで今後ます

ます稲作経営が困難になっていくのは火を見る

より明らかでございます。特に米の需給調整の

先行きが不透明で、首都圏に近い県ほど過剰生

産された米が氾濫するのではないか、米価が一

気に下がるのではないかと見込まれ、不安の度

合いが高まっているためです。 

  安倍政権の進める農政、規制緩和、特に効率

化、自己責任の理念のもと、農業競争力強化支

援法のもとになった農業競争力強化プログラム

にも大きな問題があるのではないでしょうか。

規制改革推進会議、農業ワーキンググループが

提案した内容とほぼ同一のものであって、生産

現場や農業農村の暮らしを理解しない人々の提

言から生まれたような新制度や、現在ある制度

廃止論、改悪は全く論外でございます。 

  本市のような基幹産業を農業とする地域、農

村のあり方を崩壊させるものであり、今後とも

決してこれは認められません。 

  一方で、前回指摘のあった課題とされている

３点。 

  １つは、農地の流動化について、規模拡大を
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目指す農家の農地確保に向け、農業委員の皆さ

んや農地流動化推進委員の皆さんとともに全力

を挙げていかなければならないこと。 

  ２点目は、輸出入について一定の関税を堅持

しつつ、国際社会においてＧＡＰを初めとする

品質管理や技術革新が必要であるということ。 

  ３つ目、次世代の農業については、頑張る農

家をさらに支援し、将来を見据えた展望ある政

策が必要であることは、全く当然のことで大変

重要であると思います。 

  再度申しあげますが、今必要なのは、いたず

らに競争をあおり小規模農家を離農させる政策

ではなく、再生協、再生産を可能にする所得補

償制度の拡充であり、農業農村の多面的機能を

評価する直接支払の堅持であり、相互扶助の精

神でございます。誰かがひとり勝ちするのでは

なく、中小零細農家も含め、誰もが農業で食べ

ていけるシステム、一人が万人のために、万人

が一人のために、しっかりとこの農業政策のか

じを切っていくべきでございます。 

  議員各位には、総務産業常任委員会委員長報

告を踏まえ、願意妥当としてぜひとも本請願に

賛成していただくことを御訴え申しあげ、私の

賛成討論を終わります。以上です。ありがとう

ございました。 

○内藤 明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、請願第２号を除く６案件を一括して

採決いたします。 

  議第50号寒河江市田代地区多目的交流館の設

置及び管理に関する条例の制定について、議第

51号和解について、議第52号市道路線の変更に

ついて、議第53号市道路線の認定について、議

第54号辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

一部変更について、請願第４号平成30年産以降

の米政策の見直しを求める請願の６案件に対す

る委員長報告は、いずれも可決及び採択であり

ます。 

  ６案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第50号から議第54号まで及び請願

第４号は原案のとおり可決及び採択されました。 

  次に、請願第２号2018年度地方財政の充実・

強化を求める請願について、起立により採決い

たします。 

  本案に対する委員長報告は不採択であります

ので、本案は原案について採決いたします。 

  本案は原案を採択することに賛成の議員の起

立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成少数であります。 

  よって、請願第２号は不採択とすることに決

しました。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第26、議第48号平成

29年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）から日程第28、請願第３号教職員定

数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元

をはかるための2018年度政府予算に係る請願ま

での３案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第29、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。佐藤厚

生文教常任委員長。 

   〔佐藤耕治厚生文教常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治厚生文教常任委員長 厚生文教常任委
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員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は９月12日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  付託された案件は、議第48号、議第49号及び

請願第３号の３案件であります。順を追って審

査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第48号平成29年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「給付基金には、高額医療給付金の

残りも積み立てられていると思うが、高額医療

療養給付金は医療費全体の何割を占めるのか」

との問いがあり、当局より「平成28年度決算の

実績で、高額医療費の部分は全体の12％となっ

ております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第49号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計補正予算（第１号）を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決するものと決しました。 

  次に、請願第３号教職員定数改善と義務教育

費国庫負担制度２分の１復元をはかるための

2018年度政府予算に係る請願を議題とし、担当

書記より請願文書朗読の後、審査に入りました。 

  主な内容を申しあげます。 

  委員より「いじめや不登校の問題が危惧され

る中、教員の人材確保と教育に係る予算をさら

に充実すべきであり、願意妥当である」との意

見がありました。 

  委員より「教員の疲弊は大変なものがあり、

教育も難しい局面となっており、願意妥当であ

る」との意見がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て採択すべきものと決しました。 

  次に、請願第３号が採択すべきものと決しま

したので、担当書記による意見書案の朗読の後、

質疑に入りましたが、御報告する質疑意見等も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって議会案を提出することに決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第30、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第48号平成29年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）、議第49号平成29年

度寒河江市介護保険特別会計補正予算（第１

号）、請願第３号教職員定数改善と義務教育費

国庫負担制度２分の１復元をはかるための2018

年度政府予算に係る請願の３案件を一括して採

決いたします。 

  ただいまの３案件に対する委員長報告はいず

れも可決及び採択であります。 

  ３案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第48号、議第49号及び請願第３号

は原案のとおり可決及び採択されました。 

 

議 案 上 程 

 



 - 157 - 

○内藤 明議長 次に、日程第31、議第55号平成

29年度寒河江市一般会計補正予算（第４号）を

議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第32、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第55号寒河江市一般会計補正

予算（第４号）について御説明申しあげます。 

  本日追加提案いたしました補正予算は、子育

て定住住宅建築に対する補助金に係る住宅建築

推進事業費に1,500万円を追加し、この歳出予

算に対する歳入については、まちづくり基金繰

入金を同額追加し、対応するものでございます。 

  その結果、予算総額を歳入歳出それぞれ184

億1,106万3,000円とするものでございます。 

  以上、補正予算の対応について御説明申しあ

げましたが、詳細につきましては関係課長から

説明を申しあげますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願い申しあげる次第

でございます。 

○内藤 明議長 安達財政課長。 

○安達 徹財政課長 議第55号平成29年度寒河江

市一般会計補正予算（第４号）の歳入につきま

して、予算書により御説明申しあげます。 

  予算書の４ページ、５ページの事項別明細書

をごらんいただきたいと思います。 

  17款繰入金１項基金繰入金３目まちづくり基

金繰入金でございます。このたびの追加補正は、

子育て定住住宅建築事業に充てるためまちづく

り基金を活用するもので、1,500万円を追加補

正し、繰入金総額を11億4,028万9,000円とする

ものでございます。よろしくお願いいたします。 

○内藤 明議長 森谷建設管理課長。 

○森谷孝義建設管理課長 寒河江市一般会計補正

予算（第４号）歳出８款土木費５項住宅費２目

住環境整備費であります。６ページから７ペー

ジになります。 

  住宅建築推進事業負担金補助及び交付金であ

ります。子育て定住住宅建築事業補助金として

1,500万円を追加しようとするものであります。

子育て定住住宅建築事業補助金は、子育て世代

の経済的負担の軽減や定住人口の増加のさらな

る促進を図るため、平成23年度から事業を開始

しているところで、平成27年度に県外からの移

住者に対応すべく要綱変更し、平成28年度まで

273件の申請を受けて事業を実施してきており

ます。 

  今年度の当初予算でありますが、昨年度は当

初予算の4,000万円に1,800万円の追加補正を行

い5,800万円の事業規模でありましたが、これ

より200万円増の6,000万円としたところであり

ます。 

  例年であれば、この事業の要綱が年度内の完

成が条件であることなどから、８月に入れば新

築の需要が落ちつき、申請は落ちついてくると

きでありますが、今年度は８月下旬に予想以上

の多数の申し込みがあり、昨年の８月の修正申

し込み数の５倍となる20件の申し込みとなり、

９月11日に終了となったところであります。 

  次に、業者へニーズ調査を行った結果、まだ

まだ同補助金の利用予定などがあること、市内

外の方からの問い合わせも引き続きあることな

どから、今後も利用される方々へ支援を切れ間

なく実施していくために1,500万円追加補正を

行おうとするものであります。 

  以上、簡単に御説明させていただきましたが、

よろしく御審議をお願いいたします。 

 

委 員 会 付 託 

 

○内藤 明議長 日程第33、委員会付託でありま

す。 



 - 158 - 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第55号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略いたしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第34、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第55号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第55号平成29年度寒河江市一般会

計補正予算（第４号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第55号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第35、議会案第３号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分

の１復元に係る意見書の提出について及び日程

第36、議会案第４号平成30年産以降の米政策の

見直しを求める意見書の提出についてを一括議

題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第37、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第３号

及び議会案第４号については、会議規則第37条

第３項の規定により議案説明を省略したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明を省略することに決しまし

た。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第38、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議会案第３号について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議会案第４号について質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第３号教職員定数改善と義務

教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書

の提出について及び議会案第４号平成30年産以

降の米政策の見直しを求める意見書の提出につ

いての２案件を一括して採決いたします。 

  ２案件は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第３号及び議会案第４号は原

案のとおり可決されました。 



 - 159 - 

 

   閉    会    午前１１時５０分 

 

○内藤 明議長 これにて平成29年第３回定例会

を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 


